































































































































































































































































































 65-74歳 75歳以上 高齢者計 総人口
H18 15586 21350 36936 213613
H19 16485 21797 38282 215750
H20 17613 22158 39771 218471
H21 18603 22463 41066 220875
H22 19673 22045 41718 221441
H23 20731 21649 42380 222187
H24 21479 22304 43801 222905





























　 市の施策 地域支援事業 介護保険 保健福祉 その他 相談計
18年度 4670 770 16610 6028 2066 30144 
19年度 4814 2134 17124 9714 3703 37489
20年度 5261 2555 18214 10146 3977 40153
21年度 5855 2410 21855 11257 4476 45853
22年度 5959 1861 25611 11277 6181 50889
23年度 5639 1573 29637 13154 5747 55750
24年度 4961 1268 30476 14465 6177 57347

























18年度 16813 3058 9196 27 688 29782
19年度 20424 4160 9260 29 277 34150
20年度 22306 4372 10035 40 280 37033
21年度 24268 5438 11407 46 512 41671
22年度 27801 6180 13567 42 406 47996
23年度 30916 6560 16959 65 737 55237
24年度 30242 6941 17798 80 551 55612





































































　 訪問 来所 電話 その他 合　計
18年度 8,518 2,369 11,886 836 23,609
19年度 8,856 2,847 14,276 1,053 27,032
20年度 9,327 2,974 15,468 1,208 28,977
21年度 9,866 3,626 19,011 1,278 33,781
22年度 11,385 3,433 21,963 1,658 38,439
23年度 11,978 3,646 23,980 2,296 41,900
24年度 12,008 3,737 24,222 2,327 42,294
25年度 12,434 4,075 25,208 2,096 43,813
図４　連絡経路別相談数の伸び率（平成18年＝100）図４　連絡経路別相談数の伸び率（平成18年＝100）
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包括的な見える化の出発点であり、そうした作業の一
部にすぎない。それでも、既存データを加工すること
で、個別ケースの見える化ではなく、組織レベル、あ
るいは、地域レベルの見える化の一助とすることがで
きたと思われる。
最後に、このような作業をするにあたっての課題を
示しておく。
第1には、各自治体が発表している、支援センターの
相談実績に関連するデータとしては、自治体全域の人
口、世帯などの基本データがあるが、支援センター別
のデータはほとんど公表されていない。今後は、自治
体全域のデータとともに、エリアの地域環境の特徴を
つかむ必要がある。こうしたより詳細な作業（研究）
を行うためには、当センターが取り組んできたように、
研究協定を用いた官学連携によるデータ収集と見える
化の作業が望ましい。
第2に、このようなデータの見える化は、そのこと
が最終目標なのではなく、作成されたデータを用いて、
行政、支援センター、支援センター間、地域住民など
と間で意見を交換し、将来への対応を検討することが
重要である。
本稿で紹介したのは、本センターの高齢ユニットが
取り組んだ最初のステップの作業である。
表５地域包括支援センター別の相談回数（補正値）
初回相談件数
初回相談件数
